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論文内容の要旨

〔目的〕

腎実質の形態的あるいは機能的変化に伴い血流異常を生じることから，腎疾患の病態を考える上で

腎血行動態の変化を知る乙とは重要であるo 一方，超音波ドプラ法によれば直接的かっ非侵襲的な血

流評価が可能であり，本法を腎血管に応用し種々病態時の腎血行動態に関する情報が得られればその

意義は大きい。本研究では，超音波ドプラ法の腎の機能的評価における有用性を明らかにする目的で，

種々腎機能の慢性腎炎患者をおもな対象として腎動脈の血流速度および1時間一速度波形パターンを計

測し，糸状体漉過値に近似するクレアチニンクリアランス値 (Ccr) との関係について検討した。

〔方法〕

① 対象: 105例(男性56例，女性49例， 18 -67 (40土 15) 歳)で，内訳は健常25例，慢性腎炎80例

(血清クレアチニン値 2.0mgj dl 未満58例， 2.0mgj dl 以上22例)である。患者は 1 カ月以上血清ク

レアチニン値に変動(土20%ill)なく，大動脈弁疾患，腎血管性高血圧症，閉塞性動脈硬化症，泌

尿器科的疾患を有する者および慢性透析患者は含まない。

② 血流の検出:装置は SSH-160A (東芝)で， 2.5MHzあるいは 3.75 MHzの探触子を用いた。腹

臥位とした被験者に対し探触子を腰背部から走査し，まずカラードプラ法(パルス繰り返し周波数

3.0KHz) にて断層エコー像上に腎門部の動脈血流をカラー描出した。腎は呼吸性移動するため，

呼気終末に血流の可視化される断層像を描出し，乙の呼吸相で呼吸停止させ血流部位にパルスドプ
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ラ法のサンフ。ノレボリュームを設定した。さらに超音波ビームと血流方向の角度補正を行った後FFT

(fast Fourier transforma tion) 法にて腎動脈血流の時間ー速度波形を得た。

③ 時間ー速度波形の解析:血流速度の指標として収縮期最高流速 (S)，拡張終期流速(D)を，時間一

速度波形パターンの指標として resistive ind区 (RI， (S -D) /S) , pulsatili句T index (P 1, (S-

D)/平均流速)を使用した。計測値は左右各 5 心拍，計10心拍の平均値を用いた。

④ Ccrの測定:超音波検査と同日に行い，健常者では 2時間尿より，その他の対象では24時間尿より

求め，体表面積を 1 .48 rrf として補正後，時間一速度波形の各パラメータと対比した。

〔成績〕

① 対象 105例中 103例で左右腎より血流の検出を行えた。記録に要する時間は10-15分であった。

一方，残る 2 例では左右腎とも血流を検出し得なかったがいずれも慢性腎不全例であった。

② 腎機能正常例では，腎動脈血流速度は収縮期相に急速に通常70cm /sec 以上の最高流速に達し，以

後徐々に減速，拡張期相においても良好な血流が認められた。

③ 腎機能低下例では，収縮期相の波形は比較的保たれるのに対し，拡張期相に流速の急激な減衰を

示す例が多く，また血流速度は S ， D とも腎機能正常例に比し低下している場合が多い傾向を認め

Tこo

④ Ccr と血流速度の関係:腎機能低下に伴う流速変化と腎機能の関係を明らかにするため， CcrをX ，

S をy とすると y=0.56x+33.5 (r=0.79 , p< 0.001) , Ccrを X ， D を y とすると Y=0.30x+ 5.8 

(r = 0.80 , p < 0.001) の回帰式が得られた。

⑤ Ccr と時間ー速度波形パターンの関係:腎機能低下に伴う波形パターンの変化と腎機能の関係を

明らかにするため， Ccrを x ， RI を y とすると y=ー1.55x 1Q-2x+0.74 (r=一 0.74 ， p < 0.001) , 

Ccrを x ， PI を y とすると y=ー O.ol00x十2.o8(r=-0.85. p<O.OOl)の回帰式が得られた。

〔総括〕

超音波ドプラ法を用いて，非侵襲的かっ直接的に良好な検出率にて phasic ，乙腎動脈血流速度を計

測できる乙とが明らかとなった。本研究では特に腎動脈血流速度と腎機能の関連性を初めて明らかに

した。すなわち，慢性腎炎患者をおもな対象とした場合，腎機能低下に伴い S. Dの低下. RI , PI の

上昇が認められた。乙の傾向は B mode 画像で明らかな異常所見の認められない Ccr60 ml / min 前後

よりみられ，従来の超音波検査で得られる形態情報にドプラ所見を付加する乙とで，より精度ある腎

機能の推定が可能と考えられた。

論文審査の結果の要旨

本研究は，近年，臓器循環，臓器機能の評価法として循環器領域のみならず脳，体表，腹部諸臓器
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にも応用されつつある超音波ドプラ法の腎への応用を図ったものである。おもな対象に種々の腎機能

を有する慢性腎炎患者を設定し，おもに腎の機能的側面と腎動脈血流のドプラ所見との関連につき検

討している。その結果，計測部位より末梢の血管抵抗を反映する指標として従来より脳血管や体表血

管の血流評価に用いられてきた resistiveindex ならびに pulsatility index が，腎にも適用できる乙

と，さらに腎血管抵抗と糸球体機能がほぼ並行して変動する乙とから，これらの index が総腎および

分腎糸球体機能評価の一助となり得る乙とを示した。また，腎動脈の血流速度と腎機能の相関性につ

いても初めて明らかにしている。これらの結果は，超音波ドプラ法による腎血流計測が，尿採取不要

で短時間に施行でき，総腎機能のみならず，分腎機能評価手段としても意義を有する乙とを示唆する

ものであり，腎泌尿器科領域の臨床医学に資するところ大で，学位に値する研究と考えるo

-465-




